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扇状地とは、狭い山間地を流れる急流河川が広い平坦地に出た時、その
流れが弱まることにより、運ばれてきた土砂が扇状に堆積してできた土地
のことです。
山肌を削り取って形成されるので、急傾斜になるほど土砂の供給も多く、

下流部での扇状地が形成されやすくなります。
また、複数の河川が複合してできた扇状地を複合又は合流扇状地、形成

期の異なる扇状地が重なりできたものを合成扇状地といいます。
主な扇状地には、岩手県の胆沢扇状地、栃木県の那須野ヶ原、富山県の

黒部川扇状地、滋賀県の安曇川扇状地などがあります。
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那須野ヶ原扇状地（なすのがはらせんじょうち）

那須野ヶ原は、栃木県北部の那須地域に位置し、那珂川と箒川に囲まれ
た広大な扇状地です。
那須連山、大佐飛山地山麓部から箒川と那珂川の合流部にかけて広がる

標高150～500mほどの緩やかに傾斜した台地で、那須野ヶ原台地とも
呼ばれています。
その広さは約4万haにおよび日本でも最大級の扇状地です。また、中央

部には扇状地特有の水無川の熊川、蛇尾川（さびがわ）があります。
那須野ヶ原の地表から30～50cmより下部は砂礫層のため、大雨の時

以外、表層に流水を見ることはありません。
そのため、明治新政府により行われたる開拓事業では、那須疎水が作ら

れ多くの恵みをもたらしました。

ふだんは水の無い蛇尾川

地理院地図色別標高図

那須野ヶ原

熊
川

那須塩原市

那須町

大田原市矢板市

那珂川町

塩谷町

那須疎水公園
右は那珂川、左は導水路跡、通称「めがね橋」

扇状地区域図

那
須
ヶ
原
扇
状
地







河岸段丘（かがんだんきゅう）
河岸段丘とは、河川の流路に沿って分布する平坦な段丘面と段丘崖（だ

んきゅうがい）から成る階段状の地形で河成段丘ともいわれます。

平坦な段丘面は過去の河床面で、侵食により河床が低下したことを示し

ています。成因としては流量、岩屑量（がんせつりょう）、河床勾配の変

化が考えられ、変化を引き起こす要因として気候変化、地殻変動に伴う隆

起や沈降、火山活動などが考えられます。

河岸段丘としては、その段丘面と段丘崖を利用して街づくりを行った城

下町の沼田が知られていますが、段丘面の広がりや段丘崖の高さ、９段に

も及ぶ段数から日本最大規模であると言われる信濃川沿いの新潟県津南町、

荒川の侵食作用による河岸段丘が見られる秩父盆地などがあります。
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河岸段丘（沼田市）
関東平野北部にある沼田市は、赤城山や武尊山などの日本百名山の山々

に囲まれた、標高250mから2,000m余りに及ぶ起伏に富んだ地形です。
市域を南北に貫流する一級河川の利根川と支流の片品川・薄根川の川沿

いには、段差が深くはっきりとした河岸段丘が見られ、その上には市街地
が発達しています。

武尊山を源とする薄根川と黒岩山を水
源とする片品川の両岸には、広くて高い
階段状の見事な河岸段丘を見ることがで
きます。特に、片品村を流れ利根川へと
合流する片品川の川沿いには、広さ、高
さともに一級品とも言われる沼田面など、
多くの河岸段丘が分布しています。
河岸段丘は、何万年、何十万年を経て

自然が作り出した芸術です。特に利根沼
田地域の河岸段丘は雄大で、その景観か
ら、日本一美しい河岸段丘と言われてい
ます。
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関越自動車道片品橋付近の河岸段丘














